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発明の概要 
代表図 

2017年6月分注目特許 No.3 

特徴 

 関連分野  業務用機械、電気機械、放送・通信、陸上輸送機械 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 燃料電池 

 小型で携帯可能なプロトン伝導型燃料電池。 

 本発明の燃料電池は、①負極燃料物質体と水
蒸気を反応させることで水素を発生させ、水素を
燃料として駆動する、②高温領域においてガスの
閉鎖空間の密閉を可能とし、また、繰り返し開閉
可能な密閉部を備える、③動作時におけるガスの
閉鎖空間の圧力を所定の範囲に保つことができ
る、④炭素材料を含む負極燃料物質を用いた場
合、系内におけるカーボン生成を防ぐことができる、 

⑤２００～６００℃の範囲で動作し、安価な触媒と
構造材料を用いることができ、高い出力密度が得
られることが特長となっており、燃料ガスの供給や
精製、再生のための大規模な設備を必要とせず、
小型で携帯できる燃料電池の提供が可能となる。 
 

１、 燃料電池  
２、 正極   
３、 電解質体   
４、 負極 
５、 第１の加熱部   
６、 正極集電体   
７、 負極集電体   
８、 密閉容器 
９、 密閉部   
９ａ、 蓋   
９ｂ、 ガスケット   
１０、負極燃料物質体   
１１、負極燃料ケース   
１２、供給タンク 
１２ａ、供給バルブ   
１２ｂ、供給パイプ   
１３ａ、第２の加熱部   
１３ｂ、第３の加熱部   
１４、 圧力調整部   
１４ａ、第１のパイプ   
１４ｂ、第２のパイプ   
１５ａ、第１のバルブ 
１５ｂ、第２のバルブ 
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  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

応用の可能性 

CONNEXX SYSTEMS㈱の当発明に関する最新動向 

・株式会社ヤマダ・エスバイエルホーム 

・株式会社エディオンハウスシステム 

・自動車 

・住宅 

・町工場 
など 

など 

・日本車両製造株式会社 

・JR東日本テクノロジー株式会社 

・本田技研工業株式会社 

・エクイニクス・ジャパン株式会社 

・東日本電信電話株式会社 

・有限会社はじめ研究所 

・株式会社オージス総研 

本ページの情報は2017年8月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・同社ホームページ内にシャトル電池（http://www.connexxsys.com/randd/index.html#2）の情報掲載あり。 

・電車 

・ロボット 

・サーバーセンター 

・近畿経済産業局の事例集（ http://www.kansai.meti.go.jp/3jisedai/project-next/fs2013/connexxsys-
shuttleSOFC.pdf）に関連記事掲載あり。 
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